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お話ししたいこと：全体の結論を先に言います－１－
これを聞いて私を信頼できるかどうかを判断してください！
人は元々持つ自分の信念を簡単に変えることは難しいですが

少し考え直す余地があるか考えてみてください

1. 老後に受ける介護や医療は、自分の毎日の「生活」と密接に関わっているので、
お医者さん、看護師さん、ヘルパーさんなどに決めてもらう訳にはいかないの
です。そんなことを言われても困る！ 確かに医療は少し専門性が高いので、
お医者さんの言うことは聞きたい。（でも知りたいことをほとんどチャンと答
えてくれない。例外あり！しかしこれは周りのコワーカーと上手に折り合いを
付けている医師、例「三方よし研究会、よく調べると周りにいる！）調べ方あ
り、でも頑張って一歩踏み出そう！）

2. 介護や最期を迎える準備は人（親や子も含む、自分以外）に任せるわけにはい
かない。子どもたちは、真面目に考えてくれる場合が多いが「施設」（容れも
の）を中心に考えがち（後述）親子とも介護を受けた経験がほｔんどないので
どうしたらよいかわからない。「自然死」「ピンピンコロリ」はほとんどない。

3. でもそれは「何もかも自分でやって、人の言うことを聞くべきでない」という
意味ではない！上手に質問する力の訓練が必要



お話ししたいこと：全体の結論を先に言います－２－

1. 事前に調べると案外参考になることがある。しかしひとりひ
とり違うので、完璧な答えはない。たとえば東近江での「三
方よし研究会」の現状を知ることから多くのことが参考にな
る

三方よし研究会の案内（入会希望者はは下記へ）
https://forms.gle/i2ZipEnY8mfTMvHFA

２．毎年亡くなる人（約150万人、65歳以上高齢死亡者数約145
万人）が激増している。そのひとりひとりの「亡くなり
方」を学ぶこと

https://forms.gle/i2ZipEnY8mfTMvHFA


お話ししたいこと：全体の結論を先に言います－３－

1. 日本は、若年層が大幅に減少し、超高齢化が進む中で若者の手取り所得
が低下している。しかし怖れることはない。（「低下」のスピードは
ゆっくり）

2. 日本は「平均でみて」世界でもっとも豊かな国、3分の2以上の世帯は世
界的に見てはるかに豊か、しかも働けている。

3. 「働かないといけない」のか「働ける」のか？

4. もちろん解決すべき課題は山積：異常に少ない (元）自営業者の年金、
就職氷河期世代の将来、正規・非正規問題、

5. 能登地方の被災から学ぶインフラ整備の必要性

6. 私の行政（政治）の評価：緩慢だが、少しずつ改善している

7. 所得や富の分配について貧・富の2種類で考えるのでなく、貧困層、中
間層、富裕層の３種類の分類をして考えたい

8. 「貧」と「中」が足の引っ張り合いが多い。（例：高齢者の貯蓄を活用
すればみんなが豊かになれる、でも今日は残念ながら省略）



介護を自分ご
ととして考え
るために大切

なこと
右のことをいろんな個所

で話します。

老後のケアを具体的にイメージする

「お世話になる」準備をする 受援力

家族との関係を整理する

地域とのつながりを持つ ほんと以下の2つが

とても重要なのだが､最近の暮らしから考えると、

難しくなっている

信頼できる社会を作る 政治のこと、民主主義

を考え直す



出所：厚生労働省「厚生労働白書』令和6年



出所：厚生労働省「厚生労働白書』令和6年



基礎知識

1. 寿命のこと 自分だけは短命であるという錯覚を捨てる（長生きは怖くな
い）

2. 「健康でない」寿命とは？、健康寿命、要介護と要支援

3. ①「あなたの現在の健康状態はいかがですか」という質問に対する、「よ
い」「まあよい」「ふつう」という回答を「健康」とし、「あまりよく
ない」「よくない」という回答を「不健康」として、サリバン法により
算出

②「あなたの現在の健康状態はいかがですか」という質問に対する、「よ
い」「まあよい」「ふつう」という回答を「健康」とし「あまりよくな

い」「よくない」という回答を「不健康」としてサリバン法により算出
（「国民生活基礎調査」）より
③健康寿命を伸ばす一番の方法は、心理状態、精神状態の向上

4. 高齢になっても「働ける」と考えるか「働かざるを得ない」と考えるか



人口問題のこと
いまになって大騒ぎしても・・・

1. 少子化は、40年前から（実はもっと前から）激しい勢いで起きていた。
子ども数は４０年前の半分！団塊の世代が例外！

2. しかし「長寿命化」のため人口減があまり意識されなかった。

3. (当事者（例えば「雇う人」）にならないとなかなか認識できない、備
えが十分ではなかった。そういうことをえらい人の責任という考えをや
めよう。それより「えらい人」を育てるしかない。

4. 労働力不足は気づきやすい。しかし少子化に「20年遅れて」生じる。

5. 日本全体の「人手不足」はこれから40年間絶対続く

6. 将来の医療・介護労働もこの影響を受けることは必至
参考：農業人口の将来

7. 一案：介護従事者に、団塊ジュニア（男女とも）を期待、ただしいつま
で役立てるか？乗り越えるべきは2040年、

8. これはみんなで考えたい問題提起です。



ひのえうま年
（1966年）含
む
出生率1．58

団塊の世代
Baby boomer

資料：

人口ピラミッドと就業者数を表しています。解説の場所が男女違うように見えるかも知れませんが、それはスペー
スの関係です。
出所：国立社会保障人口問題研究所「人口統計集」（同所人口推計および厚生労働省「労働力調査」に演者が各種
追加



介護（や医療）の省力化が第一義的に重要

1. 介護提供側の努力が最優先
経営≠お金儲け、経営の例：
①（少ない）人をＩＴ化で上手に使う。上手な人使いの例
②熟練介護者の育成により受け手の満足感を高める
③ある程度の大規模化をどう実現するか？

2. 同時に受ける側の覚悟も
だからといっていまより家族に多くを期待するのは筋違い

3. 大切なことは、「受け方」の技術向上 未熟な介護者を育
てること ⇒できることはたくさんある：私の入院で「看護
外来の経験」（熟練者と未熟練者とで大きく違う、育てるこ
とが可能



資料：厚生労働省「簡易生命表」各年版

65歳まで生きた人は、女性で平均90歳まで生きる・・・



最頻値でみても長生きす
ることは確実

• オマケ「つれあい」がいたら結婚年
齢差を考えてひとり暮らしが何年続
くか考えてみよう。子どものいる人
は、親子の関係を見直そう。
（えっ？いろんなことを話し合って
いる？偉い！！）

• 資料：内閣府「男女同参画白書」令和4年版

• もと資料は厚生労働省「簡易生命表」



世界の各年代別の高齢者の割合及び推移
内閣府「高齢社会白書」 令和6年度版



以下2枚の資料出所は上記 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_47780.html より

以下2枚の出所
はこの右上の
資料

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_47780.html






健康寿命の定義：主指標と副指標
自分に当てはめて「健康」とは何か考え直そう

• (1)「日常生活に制限のない期間の平均」（主指標）

• 「あなたは現在、健康上の問題で日常生活に何か影響があります
か」という質問に対して、「ない」という回答を「健康」とし、
「ある」という回答を「不健康」として、サリバン法*により算出し
ます。

• (2)「自分が健康であると自覚している期間の平均」（副指標）

• 「あなたの現在の健康状態はいかがですか」という質問に対する、
「よい」「まあよい」「ふつう」という回答を「健康」とし、「あ
まりよくない」「よくない」という回答を「不健康」として、サリ
バン法により算出します。

• 「タマに健康、タマに不調」でいいのじゃないか！・・・



意外に多くある錯覚

1. 「介護の必要性」と「介護保険受給」との違い
「要介護認定」と「介護保険受給」との違い

2. 「容れもの」（居宅 vs 施設）と「お世話になる」こととの違
い ⇐「出たり入ったり」は大変？ 「断捨離」は大変？

3. 人によってとらえる「健康」の違い、「幸福」感 日本人は
周りに影響されやすいので、「まあまあ」と答える傾向

4. 人と挨拶をするときにお天気の話をすることが多いが、楽観
的か悲観的か、考えてみるとよい「暑いくて大変ですね」
（内心はあまり大変だと思っていなくても・・・）



お世話のされかたにはいろいろある！後述
出所：厚労省「介護給付費等実態調査」令和7年



単身世帯について
以下4枚は藤森克彦氏の著作などによる

1. 10年後ころから高齢「単身世帯」が激増する

2. 日常生活での「支障」とは？

3. 「どう」人にお世話になるか、考えておく。

4. 「介護を受ける」というのは「特別の」お世話を受けること
ではなく、日常できていないことを自分以外にしてもらうこ
と

5. 世帯を一緒にする人との分業を、考えてみるには、単身者の
暮らしを想像してみたり、実践したりするとよい。



資料出所：みずほ情報総研 藤
森克彦
2017 「単身世帯と介護」講
演録
https://www8.cao.go.jp/koure
i/kihon-
kentoukai/h29/k_3/pdf/s4.pd
f



資料出所：みずほ情報総
研 藤森克彦
2017 「単身世帯と介
護」講演録
https://www8.cao.go.jp/
kourei/kihon-
kentoukai/h29/k_3/pdf/
s4.pdf



資料出所：みずほ情報
総研 藤森克彦
2017 「単身世帯と
介護」講演録
https://www8.cao.go.
jp/kourei/kihon-
kentoukai/h29/k_3/p
df/s4.pdf



資料出所：みずほ情
報総研 藤森克彦
2017 「単身世帯と
介護」講演録
https://www8.cao.go
.jp/kourei/kihon-
kentoukai/h29/k_3/p
df/s4.pdf



介護保険を受給するというのは・・・

1. 医療と違う 介護が必要となったと思ったときは遅い⇐医療
機関に行くのとの違い

2. 要介護認定のさい見栄を張らないこと、ただし認知症の場合
は少し考えが違う

3. すこし余裕のある人は保険外も考えてもよい（最後の新聞記
事参照）

4. 80歳になると（多くの人々は90歳を超えてから）需要が始ま
る人が多い 京都府はこれから急増する



資料出所 松野勇太
「介護施設、居住系
サービスにおける居
室数推移」『高齢社
会ラボ』2021/1/19

引用の許可を取って
いません。注意して
ください。



• 厚生労働省「令和5年度
介護給付費等実態統計の
概況」



オマケ：説明省略

• いまのコメ問題は、政府の減反政策の破綻

• でも２０年ほど前に終わっているはずなのに、現場に伝わって
いない 専業農家と兼業農家 これからの労働力政策は「兼
業」をうまく活用するかの工夫

①減反政策の歴史を学ぶ 私見：「頼れる」政治家を育てな
かったこと 左翼・極右などのレッテル貼り

②コロナ禍の影響を忘れてはならない 外食の極端な減少の反
動による外食業界の需要拡大

③アメリカのお米を輸入すべきか?

④政治に過大な期待をすることから信頼できる政治を作れる
か？気軽に政治を語り、それを専門家に伝える工夫



厚生労働省「令和5年度介護給付費等実態統計の概況」



厚生労働省「令和5年度介護給付費等実態統計の概況」



訪問介護は何でもやってくれる家政婦さんなのか？

• 日本ホームヘルパー協会東京都支部会長の黒澤加代子氏

• 「介護保険は公的なものです。家政婦ならば、契約した内容であれば、
『承りました』となります。しかし、ヘルパーは違います」と語った。

• 黒澤氏は、ヘルパーの仕事について、「誰でもできると思われているの
が残念です。最近は、関係機関と連携して対応しなければならない困難な
ケースも増えています」と言う。

• 「介護保険が導入された25年前の訪問介護の売り文句が良くなかったの
ではないでしょうか。『なんでもヘルパーに頼んでください』と説明され
たのです。掃除、買い物、調理などの家事援助が多く、ヘルパーにはなん
でもやってもらって当たり前だ、となり、そのことが今も残っています。
介護保険のケアマネジャーも、『ヘルパーさんにやってもらえばいいです
よ』と言うことがよくありました。『やってもらえばいい』という言葉を
使うと、利用者も『やってくれるんだ』となります。掃除してくれる人、
買い物してくれる人、料理を作ってくれる人と思っておられる方が大勢い
らっしゃいます」と語った。



認知症について

1. 10年前の予測より認知症予測値は減少した

2. 認知症もMCIも怖がってはならない。ただし初期対応が肝心



是非の資料をご覧下さい
また以下の7枚は上記資料から
取りました。











認知症のとらえ方

• 私たちは、知り合いで「骨折した」人をみたとき、どう考える
でしょうか？

• ①予防の重要性、②できるだけ早く退院できればと願う、③後
遺症がないよう願う。ただ認知症の場合は、完治が難しいと思
うのは自然です。

• もちろん細かい話をすると、高齢者の骨折が、認知症の引き金
となることを心配します。これをどうとらえるかを学びたい

• 病気と言っても、後遺症はいろいろなパターンがあることを学
びたい







お薦めしたい「容れもの」の選び方

• 老人保健施設の役割 中間施設なのです

• いまは特養も中間施設化しています。

• 「行ったり来たり」は世話する側からは煩わしい。（昔は「病
院で寝たきりにしたら、家族は楽だった」）でも今はこれが
もっとも「親不孝」

• 入退所の頻繁な特養など

• 有料老人ホーム

• サ高住（サービス付き高齢者住宅）



以下7枚出所上
記より















有料老人ホームとサ高住

• 虐待という言葉を聞くといき
り立つが、その前に日常的に
処遇を評価する必要性

• 当事者が適切に評価するため
には、①いくつかの事例を比
較する、②個人差情報をどう
集めるか

• 以下の８枚は右記に基づく

• 関心のある方は是非ご覧下さ
い。



















自分で（家族が協力できれば家族も）体験するとよい
遠慮しなくてよい：以下注意点

1. できればネットで検索、その後体験（1日入所など）
時々「相手に悪いので断りにくい」という人がいる。

2. 政府資料がかなり充実している スマホなどでメディア情報な
どを検索すると、現場の声をたくさん知れる、しかし政府（場合
によっては自治体も）はあまり宣伝しないが、けっこう有用な情
報がある。（例「有料老人ホーム問題」）

3. 立地・建物を見る 自宅から近いかどうか？マンション・タイ
プもあるしかし意外に便利なとことで空いているところもある

4. 当然『お世話する」人との関係が最重要

5. 人によっては過度に医療にこだわる人がいる、看護職者、介護職
者の専門性と人柄が大事























以下は参考資料です

• 時間があれば説明します











高齢社会白書（令和6年版)には先進事例が紹介されている
https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2024/zenbun/06pdf_index.html

1. 福岡県大牟田市 福祉施策と住宅施策のコラボ

2. 奈良県生駒市 空き家対策

3. 愛知県春日井市 児童運転ラストマイル送迎サービス

4. 神奈川県横須賀市 2つの終活支援




	スライド 1: 介護にどう向き合うか  きょうと介護保険にかかわる会総会記念講演 2025.5.24 
	スライド 2: お話ししたいこと：全体の結論を先に言います－１－ これを聞いて私を信頼できるかどうかを判断してください！ 人は元々持つ自分の信念を簡単に変えることは難しいですが 少し考え直す余地があるか考えてみてください
	スライド 3: お話ししたいこと：全体の結論を先に言います－２－
	スライド 4: お話ししたいこと：全体の結論を先に言います－３－
	スライド 5: 介護を自分ごととして考えるために大切なこと 右のことをいろんな個所で話します。
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: 基礎知識
	スライド 9: 人口問題のこと いまになって大騒ぎしても・・・
	スライド 10
	スライド 11: 介護（や医療）の省力化が第一義的に重要
	スライド 12
	スライド 13: 最頻値でみても長生きすることは確実
	スライド 14: 世界の各年代別の高齢者の割合及び推移　 内閣府「高齢社会白書」　令和6年度版
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18: 健康寿命の定義：主指標と副指標 自分に当てはめて「健康」とは何か考え直そう
	スライド 19: 意外に多くある錯覚
	スライド 20
	スライド 21: 単身世帯について 以下4枚は藤森克彦氏の著作などによる
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26: 介護保険を受給するというのは・・・
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29: オマケ：説明省略
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32: 訪問介護は何でもやってくれる家政婦さんなのか？
	スライド 33: 認知症について
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39: 認知症のとらえ方
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42: お薦めしたい「容れもの」の選び方
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50: 有料老人ホームとサ高住
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59: 自分で（家族が協力できれば家族も）体験するとよい 遠慮しなくてよい：以下注意点
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63
	スライド 64
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67
	スライド 68
	スライド 69
	スライド 70: 以下は参考資料です
	スライド 71
	スライド 72
	スライド 73
	スライド 74
	スライド 75: 高齢社会白書（令和6年版)には先進事例が紹介されているhttps://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2024/zenbun/06pdf_index.html
	スライド 76

